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Abstract：The purpose of the current study was to develop a program aimed at promoting interpersonal 
adjustment competency among school students.  The concept of interpersonal adjustment competency was 
defined; based on this definition, we focused on three domains: “competency for understanding others,” 
“competency for expressing oneself,” and “competency for mutual agreement.”  To promote sequential and 
systematic learning, specific education goals for the program were employed.  Two basic strategies were 
employed: 1) direct education through extracurricular activities, ethics classes, and homeroom classes, and 2) 
indirect education through regular classes.  Results from questionnaires and reaction papers obtained from 
students revealed that scores for all three competencies increased after the program.  Students also reported a 
heightened awareness of the importance of understanding others, expressing themselves, and mutual agreement.
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育てる SEL −８ S ③社会性と情動の学習（SEL −８
S）の進め方―中学校編，ミネルヴァ書房，１−２３６
文部科学省初等中等教育局児童生徒課（２０１４），平成
２４年度「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関
する調査」
内閣府政策統括官共生社会政策担当（２０１１），第８回世
界青年意識調査（ＨＴＭＬ）
佐藤啓子（２００４），求められる「人間関係力」，現代のエ
スプリ（４４８），５−２０
栃木県総合教育センター（２０１０），人間関係を築く力を
育てるための指導の在り方，平成２１年度調査研究報告
書，１−３２
徳永豊（２０１２），子どもの「社会的能力」と「情動調整
力」を高める指導―「生きる力」の一つの軸として―
福岡大学研究部論集．Ｂ，社会科学編５，１５−２１
謝辞
　本研究は，福岡県教育委員会指定「人権教育の系統的
指導プログラム開発指定校事業」（平成２４・２５・２６年
度）における桂川中学校区での研究内容をもとに作成し
たものであり，桂川町を初め桂川中学校区小中学校の教
職員の皆様，指導助言者の福岡教育大学樋口裕介准教授，
先行研究の「人権尊重の学校づくり推進指定校」（平成
２１・２２・２３年度福岡県教委指定）である須恵中学校の
井本剛先生には多大なる御協力をいただきました。ここ
に深く感謝いたします。
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資料１　第３学年１組　理科学習指導案　指導者　松尾康則　単元名「水溶液とイオン」〔抜粋〕
単元の目標
○　水溶液とイオンに関する事物・現象に進んでかかわり，それらを科学的に探究するとともに，事象を日常生活との
かかわりで見ようとする。【自然事象への関心・意欲・態度】
○　水溶液とイオンに関する事物・現象の中に問題を見いだし，目的意識を持って実験を行い，事象や結果を分析して
解釈し，自らの考えを表現することができる。【科学的な思考・表現】
○　水溶液とイオンに関する実験の基本操作を習得するとともに，実験を適切に実施・記録することができる。
【観察・実験の技能】
○　実験を通して，水溶液とイオンに関する事物・現象についての基本的な概念や原理・法則を理解し，知識を身につ
けている。【自然事象への知識・理解】
○　実験について，その結果の予想や考察を交流する活動を通して，他者の考えを共感的に受容しながら自分の考えを
深め，広げることができる。【自己表現力，他者理解力】
○　実験の際に，班や小グループで協働して行うことで，安全で適切な方法で目的を達成することができる。【合意形成
力，問題解決能力】
本時の展開
評価形態指導上の留意点学習活動
個
個
○前回の実験を振り返らせながら，想起させる。
・どちらの極かは，今は覚えなければならないが，この単
元の学習を進めることでいずれは暗記しなくてよくなる
ことを予告しておく。
○化学式から塩酸は塩素と水素の化合物である塩化水素の
水溶液であることに気づかせる。
１．前々時の塩化銅水溶液の電解実験について想起させる。
・陽極に塩素が発生，陰極に銅が析出
・塩化銅は塩素と銅の化合物であり電流を流すことで電気
分解が起こったこと。
２．他の電解質水溶液（塩酸）でも同様のことが起こるの
かを予想し，学習のめあてを確認する。
つ
か
む
関意
一斉
班
○液だめの高さとＨ字管内の水位の高さの関係を理解させ
る。
★班で協働し，的確なアドバイスを送りながら練習させる。
　【合意形成力，問題解決能力】
３．実験の方法を理解する。
・ホフマン型電解装置の使い方について
４．塩酸でなく水を使って装置の取り扱いの練習をする。
見
通
す
関意
技能
班
個
★班で協働し，的確なアドバイスを送りながら実験させる。
【合意形成力，問題解決能力】
※塩酸の取り扱いに十分注意させる。
○全体で実験結果を確認させ表現させる。
５．実験を行う。
・気体が両極で発生する。
・電圧を大きくすると発生量が増える。
・各極ごとにたまった気体の同定実験を行う。
６．実験結果を確認する。
追
求
す
る
個
小班
一斉
小班
○本時のまとめを行い，学習についての振り返りを行わせ
る。
★少人数で意見を出し合いながら，グループとして答えを
作り上げることに重点を置く。特に化学反応式の部分は
教え合い学習により理解をはからせる。【自己存在感，共
感的人間関係】
★互いの頑張りを評価させる。
【自己存在感，自尊感情】
７．本時のまとめを理解する。
・アンダーラインの空欄の部分を個人で考え，小グループ
ごとに確認させる。
・発表を全体で確認する。
８．相互評価・自己評価を行う。
ま
と
め
る
めあて　　塩酸に電流を流し，発生した物質を調べよう。
　まとめ　　・塩酸に電流を流すと陽極に塩酸が陰極に水素が発生する。
　　　　　　・塩酸は塩化水素の水溶液であり，電流を流すことで成分の塩素と水素に分解した。
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資料２　第１学年３組　総合単元的な道徳・学級活動学習指導案　指導者　松尾康則
　横断的単元名「自他の要求を共に満たし実現させる価値や態度，技能を学ぼう（人間関係調整力を高めよう）」〔抜粋〕
横断的単元指導計画（５時間）
評価教師の支援学習活動・内容
○体育会の取り組みで体験している内容をもとに考えさせ
る。
○専門委員会活動を題材とした身近な内容から考えさせる。
１【道徳】協力することの素晴らしさの価値を実感する。
［４−⑷］『大縄跳び』
２【道徳】互いの意見を尊重し，より質の高い結論に結び
付けることの素晴らしさの価値を実感する。［２−⑸］『小
さな一歩』
掴
む
見
通
す
関・意・態
表現・技能
○読み物教材の登場人物となって，その人の立場に立って
気持ちを考えたり，言葉を考えさせる。
○自他を大切にする自己表現の方法を考えるために，自己
表現の３つのタイプについて比較させながら，適したや
り取りを小グループで体験させる。
３【道徳】相手の立場に立ち，共感的に想像する能力を育
成し，価値を実感する。［４−⑶］『一緒じゃないとダメ
ですか？』
４【学活】相手の気持ちも尊重しながら自分の意見をきち
んと言う自己表現能力を育成する。［⑵−イ］
追
求
す
る
関・意・態
思考・判断
・実践
○課題に対して班で話し合いをさせ，発表させた後，思考
が深まるように論点を視覚的にとらえさせながら，全員
が納得できるような工夫を基に折り合いをつける行程を
体験させる。
５【学活】相手の意見をしっかり聞き，自分の意見もしっ
かり言い，お互いに納得できるちょうどよいところに折
り合いをつける能力を育成する。［⑵−オ］
ま
と
め
る
単元の目標
○意欲的に人間関係調整力を育成する様々な活動に参加しようとする。（関心・意欲・態度）
○協力することや，互いの意見を尊重しより質の高い結論に結び付けることの素晴らしさを実感する。（知識・理解）
○共感的に相手を理解し，自分の意見を正しく主張する技能を高めることができる。（表現・技能）
○相手の意見をしっかりと聞き，自分の意見もしっかり言い，お互いに納得できるちょうどよいところに折り合いをつ
ける技能を身につけることができる。（思考・判断・実践）
本時の展開
評価形態指導上の留意点学習活動
一斉○これまでのトレーニングが本時のトレーニングにつな
がっていることを理解させる。
１　これまでの学習を振り返り，本時の学習内容を理解す
る。
・相手の意見を聞くことは大切
・相手の立場に立って考える訓練
・自分の意見をきちんと言う訓練
つ
か
む
表現，
技能
個
班
☆相手に委ねたり，自分の意見を通すだけでなく，お互い
に納得できる結論を導き出すということの意味と価値を
とらえさせる。
○班で話し合わせ，出させる。１つにまとまらない場合は
２つ以上でも認める。
☆話し合いの話題や方向をとらえて的確に話したり，相手
の発言を注意して聞いたりして考えをまとめさせる。
２　折り合いをつけるということの意味と価値を，課題を
考えることを通して理解する。
（課題１）昼食のメニュ―の希望が食い違ったときの折り
合いの付け方を考え発表する。
３　課題に対して考える。
（課題２）体育会の取り組みの朝練について「遅れた人へ
の対策」を班で考えて，理由とあわせて発表する。
・厳しい罰則を作る。　・軽い罰則を作る。
・罰則はつくらない。　・その他
見
通
す
表現，
技能
思考，
判断，
実践
一斉
一斉
○朝練の目的（みんなで，楽しく練習する）に気づかせ，
観点を導き出させる。
○各班の意見を２つの観点から分析させ，図の中に位置づ
けさせる。
☆スキル・トレーニングという観点から，結論の妥当性よ
りも様々な意見からお互いの意見を尊重しながらちょう
どよい結論を導き出そうとする態度とその価値を指導す
る。
４　各班から出された意見を整理する。
・朝練の目的を考え，２つの観点を導き出す。
　「より多くの参加者が望める」
　「楽しく活動できる」
・その２つの観点に応じて各班から出された意見を図の中
に位置づける。
５　結論を決定する。
・２つの観点をより実現するような結論を多数決ではなく
集団の総意で決定する。
追
求
す
る
個
一斉
○生徒の意見を取り上げながら，本時のまとめをする。個６　本時のまとめを行う。
・本時の学習で気づいたことや考えたこと書き，発表しあ
う。まと
め
る
　　めあて　　相手の意見をしっかり聞き，自分の意見もしっかり言って，お互いに納得できるちょうどいい
　　　　　　ところに折り合いをつける訓練をしよう。
　　まとめ（例）
　　　相手の意見をしっかり聞き，自分の意見もしっかり言って，お互いに納得できるちょうどいいところに
　折り合いをつけることは大切である。
鳴門教育大学学校教育研究紀要150
